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配合飼料価格安定制度における補填発動リスクの計量化










𝑀: 平均価格, 𝑉𝑖 , : 月次輸入原料価格,
𝑈𝑖: 月次輸入原料使用量,
𝑑: 期間, 𝑛 𝑑 : 期間の要素数
𝑀(𝑑) ≡  𝑖∈𝑑{ 𝑉𝑖 ×
𝑈𝑖
 𝑗∈𝑑 𝑈𝑗
} ÷ 𝑛 𝑑

















𝐼𝐶: 異常補填額, 𝑅𝐶: 通常補填額, 𝑀𝑆: 短期平均
,
𝑀𝐿: 長期平均, 𝑀𝐿𝐿: 1.15×長期平均, 𝑇: 対象数
𝐼𝐶 ≡ 𝑀𝑠 − 𝑀𝐿𝐿 × 𝑇













𝑦𝑡 ： SARIMA-GARCH (歪 t 分布)
ℎ: 変換, 𝑆𝑡: 季節変動, 𝑇𝑡: 傾向変動, 𝑦𝑡:不規則変動
ℎ: 𝑥𝑡 → 𝑧𝑡,










VaR(90%) 1312.81 503.07 1204.78 348.06
VaR(95%) 1499.92 695.83 1396.18 511.50
VaR(99%) 1830.46 1176.77 1802.73 968.00
VaR(99.9%) 2130.95 1889.23 2172.30 1808.20
VaR(99.95%) 2273.74 2090.66 2278.22 2070.03
VaR(99.99%) 2457.18 2626.33 2457.52 2308.53
１５００億円では
足りない




𝑦𝑡 ： SARIMA-GARCH (歪 t 分布)
